金沢の旧廓(西新地･主計町) by 中村,幸安
（1974．7．15受理）
金沢の旧廓（西新地・主計町）
?
村 幸 安
Kanazawa　Prostitute　Quarters
（West　Shinchi．　Kazoe　Machi）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yukiyasu　NAKAMuRA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Synopsis　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　The　present　research　and　investgation　，were　done　conserning　Nomachi　2－chome　cal・
1ed“Issaka’shinchi”or．west　gay　quarters　one　of　the　prostitute　quarters　licensed　by　the
Kaga　clan　in　1820（the　third　year　and　Owaricho・2・chome　Called“Kazoe－machi”）where
was　a　geisha　quarter　but　had　never　been　licensed．
1m詑1
「
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Item　3：
　　Item　4：
As　a　result　of　clarifying　th
　　　　The　only　place　for　plain
which　was　called
before　the　Edo　period　at　the　oldest．
cho”（Nanboku－Sanmachi，
yoshi　was　the丘rst　of丑
　　　　“Keisei－mach
is，　such　gay　quarters　were　made
develop　the　area，
　　　　The圃gay　quarter　wh
later　than　thQse
The　reasons　why　the　prostitute　quarters　or　amusement　places　were　located
the　above・districts．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
The　reasons　why　above　districts　are　remain　in　almost　the　same　form　as　in
old　times．，、Although　such　prostitute　quarters　were．．made　in　many　place．　all
over　the　country，　the　quarters　which　still　remain　in　former　form　are　very
at　present・
What　is　the　society｝n・gay　quarters？How　has　the　quality　of　such　gay
quarters　which　were　only　public　amusement　places　in　old　times　been　chan・
ged？
How　will　such　amusement　spaces　in　the　cities　proceed　in　future？
　　　　 　　　　　　　　　eabove　questions，　following　facts　wese　found．
　　　　 　　　　　 　　　　　　people　in　old　times　was“Keseimachi”or　harlot　town
　　　 　　“Okabasho”and“Akusho”．　This　type　of　town　had　already　existed
　　　 　　　 　　　　　　　 　　 　　　　　But　according　to　the　written　documents，“Yanagi
　　　　　　　　　　　　　　2－lyo　Oshikoji，　Madenokoji－dori）licensed　by　Toyotomi　Hide－
　　 　　　　　　　cially　licensed“Keise丘・machi”or　the　harlot　town．
　　　　　i”was　used　extrelnely　for　the　political　purpose　by　the　statemen，　That
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　order　to　gather　the　people　in　the　undeveloped　area，
　　　 　and　solve　the　problems　of　public　people　who　had　political　complains．
　　　　 　　　　　　　ic 　remained　in　Kanazawa　city　was　licensed　about　200　years
　　　　in　Kyoto　and　Edo（Tokyo）．
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　　　　This　difference　seems　to　come　from　the　Kaga　clan’s　original　politics（agricultural
and　political　policy　with“Kaisaku・law”which　is　a　kind　of　agronomical　revolution　as
the　central　figure）．
　　　　The　prostitute　quarters　were　the　politically　enclosed　zone　of　amusement　place　which
naturally　came　out　as　other　amusement　places　in　the　country．　At　the　beginning，　such
alnusement　places　came　out　always　at　the　important　points　of　the　tra丘c　network　of　the
cities（places　near　ports，　markets，　shrines　and　temples　and　so　on）．
　　　　In　case　of　Kaga　clan，　amusement　spaces　which　naturally　come　out　as　above　were
newly　rearranged　to　meet　the　object　as　a　military　city．（a　castle　town）．　This　report
also　contains　the　investigation　of　the　construction　of　gay　quarters　and　the　status　clas－
si丘cation　of　geisha－girls　and　prostitute．　These　geisha・girls　and　prostitutes　gathered　did
not　only　played　the　important　role　in　the　a卑usement　space　but　also　the　only　means　to
support　the　living　of　the　weak（for　example，　farmers　who　could　not　pay　land　tax）．　As
above　mentconed，　this　report　refers　to　the　fact　of　discrimination　in　social　rank．
　　　　In　the　last，　this　report　touches　upon　the　reason　why　these　houses　of　more　than
200years　old　have　been　maintained　up　to　now．　First，　there　were　fewer　cases　of　con－
flagration　in　the　gay　quarter　area　than　in　other　p正aces（Although　West　gay　quarter
was　burned　down　in　1880・（the　thirteeth　year　of．Meiji），　East　gay　quarter　has　been　kept
away　fエom　a・丘re　over　200．years）．　In　the　gay　quarter　area，．．Care　for丘re　preveation
was　taken　much　more　ser孟ously　than　in　public　cities．　SecQnd，　the　gay　quarters　are　fully
maintained　through　the　management　of　comsumption　process　and　production　process
in　space（i．　e．　space　for　business　as　well　as　that　for　living　of　the　residents）．　Third，
the　gay　quarter　society　consisted　of　mostly　women，　and　employees　had　duty　of　cleaning
and　sweeping　the　houses，　the　mean　that　manegement　and　maintainance　were　complete．
　　　　From　the　above　point　of　view，　this　report　concludes　that　space　planning　with　the
considerat｛on　for　the　agreement　of　occupations　and　residences　must　be　reconsidered　for
new　city　planning．　For　the　purpose　of　keeping　such　old　trademen’s　houses，　not　only
the　house　itself　but　also　the“living”of　the　residents　must　be　taken　in　to　concideration．
It　is　not　too　much　to　say　that　one　of　the　causes　of　confusion　in　the　cities　is　the　lack
of　plan　for　amusement　space．　The　main　object　of　this　investigation　research　is　making
the　necessary　material　for　creation　of　new“Community”．　The　detailed　reports　of　each
item　are　ready　be　presented　later　on．
　　調査研究の目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　本調査研究は，「共同体」の成立契機から崩壊までを社会的，経済的；政治的，文化的側面
から総合的に把握し，新らしい「共同体の創出」のための「諸関係」を明らかにしようという
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ことを目的としている。
　調査研究の方法
　調査研究の目的を果すために，つぎの方法を継続的にとってきた。調査対象として選択した
「崩壊過程にある共同体」において，
　1．崩壊現象が，政治，経済，文化，社会の領域でどのようなかたちで顕在化してきている
　　か
　2．対象共同体が，そもそも，政治，経済，文化，社会的条件の中で主として何を基軸に成
　　立したのか
という二大問題意識を発展させる方法をとってきた。したがって，現存する共同体の実態を正
確に把握する作業と，史料を中心とした共同体成立期の実態を洗い出す作業が調査研究の主要
作業として位置づけられる。当初「隠岐島・布施村」の調査研究においてはつぎの項目で作業
を進めた。
???????????
?
気象条件
産業構造及び産業の発達史
集落の形成過程
風俗・習慣
組織・団体
施設実態
住民のコミュニィケーション
余暇（推移と実態）
生活時間
建築生産組織の推移と実態
間取りの変遷と実態
生活空間におけるモデュール
建築使用部材
建築（住宅）の開口率
屋根勾配
家具
　しかし，最終的まとめの段階で，欠落している部分のあることが明らかになり，「調査・研
究班」との関係で，隠岐島の調査以降，つぎのように調査項目を整理した。
　1．地域概況
　　イ　位置と広さ
　　ロ　自然的立地条件
　　ハ　経済的立地条件
　　二　地域資源
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2．地域経済の概況
　イ　地域内産業の概況
　ロ　地域産業構造の動態
　ハ’地域所得構造の概況
3．社会概況
　イ　財政概況
　ロ　共同体の主要政策
　ハ　地域内各種団体の実態
　二　公共施設の実態
　ホ　地域の主要な社会的行事の実態
　へ　集落の分布と構成
　卜　集落における伝統的慣行
　チ　冠婚葬祭の行事
　リ　住民の日常行動のパターン
　ヌ　食生活
　ル　衣生活
　ヲ　住生活
　ワ　保健，衛生実態
　力　その他
こうした項目を共通基礎項目として確立する反面，金沢の旧廓の調査では，改めて，つぎの項
目を細項目として設けた。この方法は，金沢の旧廓についで，現在進めている京都上七軒茶屋
の調査でも踏襲している。
　※（特殊項目）
　イ火（火の存在様式の変遷）
　ロ　水（水の存在様式の変遷）
　ハ　土（地割，道路などの変遷）
　二　緑（緑の存在様式の変遷）
　ホ風（風に対する構えの変遷）
　へ光（明りとりの変遷）
　ト　音
　チ　空間（間取り，使いかたの変遷）
　リ　芸ごと
　ヌ　行為（芸妓，客主人の行為変遷）
　ル　視覚（視覚配慮の変遷）
　オ　共同行事の変遷
　ワ　地域内組織の実態と運営
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　力　共同施設の実態と変遷
　ヨ　廓社会の経済的側面
　こうした特殊項目を付加した理由は，廓社会は，利用者の側から見れば，極めて非日常的な
空間であり，経営者側から見れば，日常的空間であると同時に「生産的演出空間」である以
上その空間構成は，その時代における先端領域の技術が導入されたであろうと考えたこと。ま
た，廓社会が解体されたといいながらも，本調査対象の金沢の旧廓は，明治時代，あるいはそ
れ以前の施設を殆んどそのまま，残しているところから，空間を構成している諸要素を通し
て，非日常的空間を実測・記録しようと考えたからに他ならない。それには，こうして古い空
間様式が存続するにはそれなりに，「現代」に適応し得る空間の質を備えているからであろう
と考え，そのものの「本質」を明らかにしようという目的が付加されたからである。
　調査研究の経過と本調査研究の関係
　当初行なった隠岐島布施村の調査に引続き，北海道江差の調査，金沢廓の調査，京都上七軒
茶屋の調査へと発展していく過程で，北海道（中川町・小平町，芦別市・増毛町・松前町・福
島町），秋田（雄勝町），岩手（沢内村），山形（最上町），福島（檜枝岐村），群馬（嬬恋村），
富山（五箇山），福井（河野村），島根（横田町）同じく（邑智町），熊本（菊池市），宮崎（北
川町）17市町村の調査を消化してきた。したがって，本調査研究は，これまでに実施してきた
調査研究を現段階でまとめたものとしての位置を占めている。
　廓確立の社会的背景
　金沢の旧廓が発生・公許されるには，それなりの社会的・経済的・文化的背景があった。
　天正8年（1580）佐久間盛政が本願寺の寺地である金沢坊舎跡に入城し，尾山八町といわれ
る町々を中心に20力余町を整備したのが金沢の「原型」である。利家が七尾の小丸山城から金
沢の地に入城したのが天正11年（1583）であり，金沢の町づくりはそれからはじまっている。
しかし，近世城下町としての「金沢」の原型は三代藩主利常の時代にできたと考えられる。元
和2年（1616）に，野町，卯辰の辺に真宗寺院以外4）寺院を集めたのが，現在の「寺町」「寺
院町」である。　　　　．　　　｝
　この元和2年に先だつこと2年，元和元年に豊臣が滅亡し，時代は徳川支配に移り，泰平の
基礎が一応確立される。伊勢踊りが流行し手踊りが河原で興業され，女歌舞伎の小屋掛が流行
しはじめるのもこの頃である。同時期にこの流行は，金沢の地においてもあった。こうした社
会情勢はともかくとして，政治的には元和元年（1616）に幕府によって’「一国一城令」が発令
され，前田氏は（イ）四国に転封されようとした（ロ）追討令がでた㈲秀忠の病気の折，金沢城を修築
し，親衛隊を強化し幕府の不審をかったことなどの政治的緊張関係の中で，金沢城の守りを固
めるために最大限の資金を投入したことに，大火を契機に寛永8年（1631），寛永12年（1635）
の二度にわたって，軍事的目的によって，近世的都市計画が実施された。一方で，政治的目的
のために都市づくりが計画されながら，他方では町民の動きは泰平の世を反映して多様であっ
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た。元和6年（1620）宮腰（現在の金石港）から浅野川の下流を結ぶため浅野川・下安江間が
掘さくされ，荷揚場としての「堀川」ができ，娼家が発生し，岡場所が形成された。この時代
の全国的な傾向としての湯女の出現は，金沢の中河原町（片町）・野町の風呂屋にもあった。
こうした「遊び」が流行するに伴い寛永期（1624～1643）には娼家が市中に激増し，町民は遊
興費を得んがために「天狗頼母子」を考案し，資金を捻出したが，藩は寛永5年（1628），寛
永14年（1637）の二度にわたって，「金沢町中定書」を出し，風俗取締りを強化して1・る。
　一。於町中傾城並出合宿屋堅く御停止之事
　一．当町風呂屋遣女之事，妄之作法有之については宿主可為曲言事
　この定書に触れたとして，元禄3年（1690）に高崎半九郎ら8人と浪人1人が町人たちと共
謀し出合宿を行なったことにより，越中五箇山へ流刑されている。加賀藩においては，かかる
風俗取締を強めていたが，三代藩主利常が隠居し大聖寺藩主となり加賀藩から独立するととも
に，利常は「串茶屋」を公認しているのである。これが万治3年（1680）であるから1617年に
江戸の吉原で遊女屋が営業をはじめ寛永年間に大阪新町の廓が公許され，1666年に京都祇園新
地が公許されたのに比較し，串茶屋の営業は50年遅れ，金沢の廓の公許はそれより200年遅れ
の文政3年（1820）であるのは，加賀藩の藩政と深く結びつし・ているのである。こうした政治
的・政策的取締りにもかかわらず，宝暦年間には，
　浅野川母衣町・河原町（下川除町）・笹下町，卯辰木町・観音坂下・よっばり坂（塩屋町の
北端），宝円寺裏門坂などに娼家が集中したことを堀麦水は「越廼白波」の中で述べている。
　　　　　　　o　政治情況とは無関係に変化していく社会風俗に対し，利常は文化5年～加，越，能唯一の公
許廓として「串茶屋」を大聖寺藩で繁昌させる。この場合，利常は廓を政策的に積極的に設け
ていることを見逃がしてはならない。というのも，利常はつぎのような意図のもとに廓を公許
したと考えられるからである。
　（d）利常が那谷寺を訪れる際しばしば利用した因縁がある
　（ロ）串茶屋が藩境であるという地理的位置
　の　若者たちの性的不満による爆発を防止する安全弁として
　←）新興慰安地としての経済的効果を期待した
　しかしながら，加賀藩は，大聖寺藩に遅れること140年（文政3年）後に，廓を公許するが，
11年後に廃止令を出していることに見られるように，政治的に「廓」を明確に位置づけること
ができなかったとしか考えられない。
　文政3年（1820）4月，金沢町奉行山崎頼母らが口添えして，藩の許可を得て，卯辰と石坂
にそれぞれ「卯辰茶屋町」．と「石坂新地」を設け，営業が開始された。こうして，地区を限定
して「特殊地区」に「特殊人」を囲ってみたものの「風俗変化」を防ぎきれないと判断した藩
は，文政6年（1823）3．月に遊女たちの廓外外出を禁止し，引続き文政12（1829）年には「置
家づくり」「遊女の服装」を質素にするよう制限を加えている。また，このときに，家中の子
弟，僧侶，医師などの遊興を禁止し，遊興費の貸付を禁止し，遊興費の値下げを併せて厳命し
ている。相つぐ制約にもかかわらず効果あがらず，当初の公許時に反対した老臣本多政和の主
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張によって，天保2年（1831）楼主に補償金を出し両廓が廃止された。弘化3年（1846）12月
に，茶屋町を愛宕1番丁，2番丁，3番丁と町名を改め，家屋はすべて普通住宅に改造するよう
命じている。したがって，東廓は天保2年に大きな家屋上の変化を行なっていることになる。
　慶応3年（1867）8．月，廃止後36年後に再び，西新地（石坂），東新地（愛宕）が公許され
9月9日から営業をはじめ，「娼妓解放令」の出る明治4年（1871）5月まで続いてt・るので
ある。この「解放令」以降も東新地，西新地は，娼妓，芸妓を置く一画として再生発展し，売
春防止法の成立を見るわけであるが，売春防止法成立後も，「お茶屋」として存続し現在に到
っている。こうした「遊び空間」の成立変遷は，常に自然発生性を基盤にしつつも，交通の要
点あるいは人の多く集まる場所に接近しているのが特徴であり，制度的に如何に取締りが強化
されても，その「遊びの本質」は変化していないことに注目すべきであろう。廓発生から売春
防止法成立までの概ねの年表はつぎの通りである。
加賀の風俗・廓についての年表
1620（元和6年）堀川町に傾城屋出現
　　中河原町，野町に湯女を置く（三壺聞書）金沢に馬鹿踊り流行
1628（寛永5年）8月「金沢町中定書」にて傾城・出合宿を禁1ヒ（風俗取締）
1637（寛永14年）「金沢町中定書」にて風俗取締り
1656（明暦2年）改作法施行
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1660（万治3年）大聖寺藩独立，串茶屋村を公許（利常）
1682（元和2年）日蓮宗清源寺を出合宿としたのが発覚
1690（元禄3年）禁牢中の遊女19人を能登に配流
1697（元禄10年）岩田六左衛門の出合宿発覚
1743（寛保3年）10月「出合宿をなすものあれば，向軒両隣に所排いを申しつける」という
　　布令
1751～1764　河原町，笹下町，母衣町，卯辰木町，観音坂下，満尿坂，馬坂口に出合宿あら
　　わる
1759（宝暦9年）金沢大火（1万戸焼失）
1761（宝暦12年）8月2日，石坂町，はりや町，本間殿町，助九郎町火災で焼失
1766（明和3年）6月，女を抱え置くもの，出合宿をなすものを盗賊改方として取締らせる
1808（文化5年）大聖寺藩串茶屋全盛期
1815（文化12年）遊廓取締令を廃止し，5月ホウキ寺河原芝居小屋建つ
1820（文政3年）西廓公許（9月17日），東廓公許（10月11日）
1823（文政6年）3月遊女の廓外外出を禁止，串茶屋大火
1829（文政12年）11月抱女の服装，置屋づくりを質素にする令が出る
1831（天保2年）東・西の廓廃止さる
1831～1840（天保2年から）茶屋町が卓祇女を仕立つつ営業
1846（弘化3年）12月，茶屋町を愛宕1番丁，2番丁，3番丁に改め，置屋づくりを普通住
　　宅に改造する令が出る
1864（慶応3年）8月，東・西廓再び公許9月より営業
1868（明治元年）茶屋町と称せられのところを東廓，西廓と改称し，入口に大門をつける
1872（明治5年）11月23日，西新地の家主，抱女，娼妓，年期奉公女を区会所に召喚して，
　　10月2日に大政官から発令された人身売買禁止令の趣旨を説明し，29日限りで娼妓一同
　　を本籍地へ戻すことを約束させた。（人身売買禁止令，11月23日施行）
1873（明治6年）2月，男女混浴が禁止され，浴室を別々にするか，隔日に男女の日を別に
　　するよう県から命令
1876（明治9年）石川県は権令布達をもって，売淫罰則を発令
1880（明治13年）石坂町から出火315戸焼失
1885（明治18年）6月，殿町の民家に金沢区娼妓仮駆梅院を置き診療にあたる。県は，栄町
　　・松ケ枝町一帯の狭斜地を貸座敷免許地とした（北廓といわれるもの）。
1891（明治24年）3月19日，県は貸座敷及び娼妓取締規則制定。同時に県下遊廓全部を正式
　　指定。
1899（明治32年）8月1日，栄町・松ケ枝町の免許地（北廓）の免許失効期限に伴い，県は
　　石坂新地石坂川岸の9970坪の土地を指定，移転させた。
1908（明治41年）10月16日，「屋上履葺規則」公布
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　1910（明治43年）6月，東廓は，浅の川のほとり御歩町に演舞場を開く。
　1913（大正2年）1．月13日県立金沢病院に皮膚及び花柳病科設置される
　1918（大正7年）3月25日，主計町に演舞場ができる
　1921（大正10年）4月11日，市各遊廓内適正児童に特別教授をするため遊廓事務所に仮教室
　　　を設置
　1923（大正12年）9月，東京大火災（関東大震災）のため，秋の温習会をとりやめ（東廓）
　　　以来，春の踊りも自主的に中止
　1950（昭和25年）主計町料亭組合発足
　1956（昭和31年）売春防止法成立，3月31日施行，「白百合寮」開設，婦人保護施設として
　　　活用
　1970現在に至る
　現在，お茶屋を営んでいる家は，図示した通りである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　廓　の　仕　組
　廓社会はつぎのような人達によって構成されていた（明治期の廓）
　貸座敷（遊女屋）
　引手茶屋（遊客を案内するもの）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　芸妓（歌舞を行うもの）
　幣間（遊興を助けるもの）
　台屋（飲食物を賄うもの）
　使屋（客と娼妓の間に立って小用を弁ずるもの）
　始末屋（無銭遊興者を処理するもの）
　新造（娼妓と楼主と客の中に立って斡旋するもの）
　遣手（娼妓を管理するもの）
　妓夫（遊客を引くもの）
　書記（文筆をとるもの）
　風呂番（風呂を焚くもの）
　豆（小女にて，給仕するもの）
　仲働（下碑）
間接的には，按摩，義太夫，新内流し，法界ぶし，声色つかい，車夫，おでん燗酒，辻占売な
どがいる。（大日本名所図会）
　殊に，遊女屋にあっては，　　　’
　見世・立番・本仲・追廻・書記・床番・飯焚き・風呂番・二階廻り・掛廻り・不寝番・台廻
しなどがいた。
　こうした仕組の中へ遊女が売られてきて，管理されることになる。しかし，売られてきた女
が，遊女として見世に立つまで（水揚げ）には一定の手順がとられた。廓社会に売られてきた
女性には何通りかのパターンがある。
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（i）年貢が納められなくなった家庭（主として農家）で手放された女性
（ロ）身をもちくずして借金を璽ね，その挙句廓に売りとばされたもの
㈲男にだまされて売とばされたもの
◎芸ごとが好きで，芸妓の道に進んで入ったもの
などが代表的なものである。加賀藩が廓を公許する際の理由・期待としては「注」の如きもの
がある。
　廓で水揚げするまでの手順は，一般につぎのようなパターンをたどる。
　玉出し屋（別名周旋者）という者がいて，借金のかたに預った女性の
　①　戸籍謄本
　②父兄の承諮書
　⑥　委任状
を取り揃え，精査したのち，借金の金額に見合った貸座敷に同行し相談（売込）し，貸付金の
交渉を行ない，交渉が成立すると，病院で健康診断を行ない「源氏名」をきわめて，所轄の警
察署に出向き芸妓名簿に登録し，鑑札を下付され貸金の証書を作成し，金の受渡しがあったの
ち，営業に入る。
　こうして金沢西廓に売られてきた者の出身地別内訳は「表」の通りである。こg）「表」は，
昭和19年（1944）から昭和47年までのものであるが昭和32年以降は，売春防止法によって禁じ
られているので，それ以前には，前述したようなかたちで売られてきたと考えられる。
　この「表1」でみると，毎年50名前後の女性が芸・娼妓として登録されていたことになる。
そして，芸娼妓の出身地を見ると，北海道から九州までに及ぶことは勿論，中国，朝鮮国籍の
者までいたことがわかる。言うまでもなく，最大の芸・娼妓市場は石川県であり，とりわけ金
沢市内が多いのが特徴である。直接この西廓・主計町の街区を調査対象とした統計はないが，
国勢調査の統計並びに住民登録からみると，「表2」で明らかなように，第1区では昭和5年
に芸妓が536名，第4区では45名，第7区では230名いたことになる。第1区では西廓，第4区
では主計町，第7区では愛宕（東廓）が中心であり，その当時の規模が推測できる。こうした
芸娼妓は，ほとんど楼主に抱えられ搾収機構の中で管理された。芸娼妓が生活し，芸や春を売
っていた家屋は，一般的につぎのような間取りであった。
（1　階）
・張店
・髪結部屋
・女部屋
・男部屋
・夜具部屋
・帖場
・内証
・食事場
・湯殿
・便所
・客室
・料理場
（2階）
・引付座敷
・やりて部屋
・娼妓の座敷部屋
・名代部屋・
・行燈部屋
・縁起（喜）棚
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金沢野町（西廓）検番所に登録された芸妓・娼妓・酌婦の出身地表1
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表2　昭和5年の就業人口内訳
＼地区・男女別
　　、＼＼
　　　　’＼㌔、
　業　種　　＼
料理店，飲食店
貸席業，置屋業
主旅館，料理店
飲食店，貸席業
の番頭，客引
芸　　　　　妓
娼　　　　　妓
女中・給仕人
総 数
訓剃女
744
443
829
　2
663
394
96
???
350
347
824
　2
646
第　1　区
訓剃女
246
139
541
100
113
15
????
133
124
536
94
第　4　区
訓剃女
115
67
45
106
51
25
5
64
42
45
101
第　7　区
詞剃女
164　　74
79 9
230　　－
　2　　－
63　　一
90
70
230
　2
23
但し，第1区に石坂，第4区に主計，第7区に愛宕町が含まれている。
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　しかし，金沢の廓にあっては，必らずしも上記のような呼称で呼び習わしていたわけではな
い。現在，お茶屋（貸座敷業）を営んでおられる家にあっては，それぞれ呼さかたが異っセ，い
る。（図1，図2）
　以上，廓社会の仕組みについて概観してきたわけであるが，これら「廓」は，独立した「区
画」として自治制がとられ，惣名主一肝煎一組頭一楼主というタテの関係を軸に，日常
的に管理・運営されていたのである。現在では，殆んどの芸妓は自分の住いをもち楼主からの
指示で，指示されたお座敷に出かけるかたちになっている。芸妓の横のつながりとして，芸妓
組合が出来，楼主の組合として料亭組合（京都はお茶屋組合）があり3一これらの事務は，旧廓
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金沢の旧廓（西新地・主計町）
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時代の「検番所」で行なわれているのが一般である。芸妓は，行先のお座敷で「花代」（線香
代）と「御祝儀」を貰う。御祝儀は直接芸妓の収入になるが，「花代」はすべて，楼主から検
番の書記に届けられ，経費（芸のけいこ代，組合費など）が控除され，検番から各芸妓に支払
われる。したがって，楼主は，主として自分の座敷を提併した際の使用料と，所属する芸妓が
稼いできた「花代」の分け前（40％ぐらい）で生活していることになる。一人前の芸妓で1カ
月20～25万円ぐらいの花代になるといわれているから，御祝儀の収入を合算すると，40～50万
円の収入があるといえよう。しかしながら表1からもわかる通り，新規に芸妓を志願する女性
が極めて少なく，後継者問題は深刻なまでになっているのは金沢だけではなく，京都において
も同じである。売春防止法成立以降，旧廓は「芸者町」「お茶屋町」と化し，従来，春を売る
ことで抱えられていた「部分」は，京都の繁華街の新興施設に移行したと見ることができる。
金沢市には，こうした地区（人口構成から見て圧倒的に女性の多い地区）は10地区ばかり見受
けられる（表3）。この傾向は，明治年間から現在まで続いているが，殊に昭和40年以降，廃業
・転業などによって，この傾向に変化があらわれはじめてきていることに留意しなければなら
ない。
　お茶屋の種類と金沢のお茶屋
営業様式から見て， お茶屋にはつぎのようなものがある。
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表3　男女人口数と世帯・戸数
、一竺
　　＼’＼錠月
町名＼＼遮
石坂角場一番丁
石　　坂　　町
北石坂新町
石坂川岸1の小路
　〃　2の小路
主　　計　　町
並　　木　　町
愛若1番丁
　　　2番丁
　　　3番丁
町名＼＼哩重
石坂角場一番丁
石　　坂　　町
北石坂新町
石坂川岸1の小路?????????? ??? ?
住　民　登　録
明治43・12・末
戸数瞬1剃女
67
216
70
28
33
80
??????
174
530
204
70
102
184
153
195
158
48
144
62
29
32
50
??????
126
386
142
41
70
134
116
163
130
?
調
昭和15・10・1
戸数1緻陣1女
54
105
137
37
21
49
???
187
515
567
233
143
178
606
177
181
165
67
117
197
44
31
24
283
51
18
38
120
398
370
189
112
154
323
126
163
127
?
調
昭和5・10・1
戸数i馴釧女
47　　183
95　　517
111　　519
35　　233
22　　174
47　　206
34　　215
39　　202
36　　140
47
97
164
54
27
25
?????
136
420
355
179
147
181
167
178
122
?
調
昭和25・10・1
戸数隣1馴女
70
150
189
42??
?????
256
538
788
243
146
166
700
169
199
171
106
190
314
57
38
40
339
56
47
40
150
348
474
186
108
126
361
113
162
131
?
調
昭和10・10・1
戸数1馴剃女
51
101
120
37
25
49
????
183
553
569
269
184
200
573
167
202
161
67
114
181
54
39
27
257
38
28
37
116
439
388
215
145
173
316
129
174
124
住　民　登　録
昭和28・8・1
戸劃緻陣極
90
155
130
46
26
56
????」?
303
468
727
280
118
158
750
180
228
164
126
191
293
63
34
38
327
60
43
32
177
277
434
217
84
120
423
120
185
132
　（1）グループ　休み茶屋　掛茶屋　　出茶屋　　水茶屋　　立場茶屋
　（2）グループ　料理茶屋　会席茶屋　振舞茶屋　留守茶屋　突伏茶屋
　（3）グループ　揚屋茶屋　呼出茶屋　本茶屋　　天神茶屋　一現茶屋　踊り子茶屋　遊び茶屋
　（4）グループ　待合茶屋・立会茶屋　出会茶屋
　⑤グループ　色茶屋　　茶屋小屋　転び茶屋　だるま茶屋　日く茶屋　曖昧茶屋　猫茶屋
　　　　　　　前出茶屋　盆茶屋　　かげま茶屋
　（6）グループ　泊り茶屋
　（7）グループ　案内茶屋　引手茶屋　切手茶屋　編笠茶屋　送り茶屋
こうした茶屋の分類に照してみるとき，金沢の西の廓，主計町，東の廓はどのお茶屋に該当す
ることになるのか考えてみたい。当初，廓が公許された頃の廓の生活を描写した文献は，唯一
冊しかない。この文献（綿津屋政右衛門日記一両茶屋町一件）によると，（3）グループの揚屋茶
屋に相当すると考えられる。しかしながら，公許され，囲われた施設となったときからはお茶
屋ではなく「傾城家」となり，お茶屋とは違う営業実態をつくりだしたようである。これも，
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建築的に見た場合さしたる変化もなかったことを見ると，営業様態の変化として捉えておくの
が妥当のようである。このことを裏付けるものとして，つぎの事実を掲げることで足りよう。
金沢の町家の一般的家屋間取りと，西，東新地あるいは主計町の間取りに殆んで違いを見るこ
とができないのである。強いて違いを指摘するなら，内外部の仕上程度が若干廓の方が上等な
点ぐらいであろう。したがって，西，東，主計町に残る家屋を旧廓の特殊建物として位置づけ
る史的根拠はないといえる。「しもたや」が出合宿を営み，出合宿を営んでいた「しもたや」
などが集められて，囲われた「廓」を形成し，その廓が公許され，廃止されるという変遷の過
程で，楼主は同一建築物を「廓」としたり，「貸座敷」としたり「お茶屋」としたりしたので
あって，建築空間的には何ら本質的な変化はしていないのである。このことが，金沢の茶屋建
築（旧廓）の大きな特徴ということができよう。「図1」「図2」はそれぞれ，両新地・主計町
のお茶屋の典型的間取りであるが，これは「しもたや」のそれと変っていない。「竹の家」の
間りと「太郎」の間取りの違いは，路との関係による違いである。主計町
は，家屋は前後が道路に接しており，西廓は前面のみ道路に接している。し．
たがって，主計町の間取り構成は東廓の間取り構成に似たものがある（前
後が道路に接している場合）。現在の町割は，野町二丁目も主計町も幕末
当時のままであり，今もって貸座敷業を営んでいるお茶屋は図示した通り
である。（図3，図4，図5，表4），
ノー4、
?，
　　　　　　　　　　　　イ’ts’S｝亭eta（1日検雷）
　　　　　　　　　　　　もお茶屋君桑をしている家
図3　野町2丁目（旧西新地地割図）
? ?????
　　　影現在も練鵬靴・て・・家
　　　　　イ：主計町料亭組合（旧検番）
図4　尾張町2丁目（旧主計町地割図）
　本稿では，金沢の旧廓西新地と主計町が岡場所として形成されてきた社会的・経済的・文化
的背景について文献を主にして素描することに主眼を置いてきたが，各項目ごとの詳細は他稿
に譲る。本調査研究を通して，つぎのような現代的課題についての問題の集約と一定程度の結
論を見出したことにつき，結語として付言しておきたい。
（1）町並の保存について．　　　　．　　，　一
　（2）都市計画における遊び空間について
　（3）遊び空間の細分化傾向について
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金沢の旧廓（西新地・主計町）
表4　現存するお茶屋の建築年令（西・主計）
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昭和39年の家屋台帳による。
　旧廓などという町並は，一般の町並の保存にはない難かしさが伴う。既述したように，間取
りそのものは，廓としての間取りなどはなく，町家そのものである。図示したように，旧廓の
一画でも，既に廃業した家屋の方が多く，廃業してそのままの家屋の状態で住んでいるケース
は少ない。廃業～転売～改装のパターンが急激に進んでいる。したがって，本町並の保存に限
らず等しく指摘できることであるが，現在の居住者（おかみ）がお茶屋（貸座敷業）を続ける
場合は，比較的易しいが，お茶屋を廃業した「おかみ」層は貯えがなければ今の家屋を転売する
以外にない。したがって，お茶屋廃業に替る新しい仕事を見つけなければ，保存は不可能であ
る。他稿でも明らかにしたところであるが，お茶屋の名儀変更はことのほか激しく，この地に
住み馴れた人でない人に所有権が移った場合現状を保存するということは期待できない。お茶
屋を営まない「お茶屋」の保存を避けるためには，「おかみ層」ばかりでなく，都市計画的に
も配慮しなければならない問題を含んでいる。「色道大鏡巻第十二」によると，京（西新屋敷，
号坤郭又号島原），山城国伏見（夷町，柳町），近江国大津（馬場町），駿河国府中（嶋），武蔵
国江戸（三谷），越前国敦賀（六軒町），越前国三国（松下），大和国奈良（嶋川，木辻），大和
国小綱（新屋敷），和泉国堺（南津守），摂津国大阪（瓢箪町），摂津国兵庫（磯町），佐渡国鮎
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川（山崎町），石見国塩泉津（稲荷町），播磨国室（小野町），備後国靹（有磯町），安芸国広嶋
（多々海），安芸国宮嶋（新町），長門国下関（稲荷町），筑前博多（柳町），肥前国長崎（丸山
町，寄合町），肥前国樺嶋，薩磨国山鹿野（田町）などに傾城・遊郭があったと著者は述べて
いる。しかし，元和以前に発生し，形成された廓は現存しないばかりか，幕末頃の廓でも，残
っているものは数少ない。そ5いう意味では，金沢の東・西新地などは珍らしい存在だといえ
る。こうした江戸時代，あるいはそれ以前の段階で，大人の遊び場として自然発生した遊び空
間は，極めて種類が少なく，茶屋遊びか芝居見物ぐらいであった。そして，何といっても傾城
遊びが最右翼であり，その時代の最大の娯楽でさえあった。秀吉が，未開地の開発のために傾
城家を設けたことでもうなづけるもめがある。時は移っても，以前と変らず都市の繁華街を構
成する要素はこうした施設なのである。バー，キャバレー，スナック，：ドライブイン，モーテ
ル，簡易旅館，ホテル，料亭，割烹，トルコ風呂，定食屋，レストラン，飲み屋，喫茶店，ビ
アホール，貸座敷と前述した「お茶屋」が内容をそのままに，名称を変えて現代都市に再現さ
れているにすぎない。
　こうした中で，最も大きく変ってきたのは，施設の細分化と，住み手側の「職・住分離」で
ある。嶋原・吉原にしても，廓には使用者側の生活空間があり，また「生産空間」が同居して
いた。金沢や京都のお茶屋では今もって，空間的に「職・住」が一元的に存在している。これ
らの調査を通して，都市の頽廃の最大の原因を空間的「職・住分離」にあると見た。職の空
間での「共同性」の形成は不可能であり，住空間を通してのみ「共同性」が形成される。金沢
の西・東の旧新地は，今もって，乱れることがない。それは職空間の乱脈化に住空間が歯止め
をしているからにほかならない。こうしてはじめて，古いもので200年以上にわたって，家屋
が保存されてきたのである。奇をてらい，商業意匠をもって競争し客を争奪する都市繁華街を
よそに，200年以上にわたって，物理空間的には変ることなく，今もって時代に適応している
「商業建築」のあることに留意しなければならない。既に掲げた旧廓の発生した地域は，現在
でも地方都市の中心的繁華街になっているものの方が多い。改めて，都市計画における岡場所
の位置について・研究が進められねばならないと考える。多目的的に利用されて～・た古来の建
築空間は，こと遊び空間に関する限り，一機能，一空問のかたちに細分化してきている。「茶
屋」といわれた建築は極めて多様な使いかたがなされた。ときには現在的なバーであったり，
キャバレーであったり，あるいは喫茶店であったりしたし，あるいは，旅館になったり飲み屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tになっりもした。しかし，現代の建築はそうではない。喫茶店は喫茶店でしかない。バーはバ
ーでしかないのである。この1機能1空間の関係は極めて不適応現象を顕在化さぜ易く，その
結果，常に建築は流動せざるを得なくなる。
　本調査研究で対象とした野町二丁目，尾張町二丁目は，新しい金沢の都市計画を考えるとき
に，過去のものとしてではなく，現在的に多くの示唆を与えてくれる。
付 言
紙幅の関係で，膨大な報告内容の一部を掲載することになり，脈絡のおかしなところもない
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ではない。この調査研究は共同研究であり，各自が項目を分担しているので，共同研究者名と
分担項目並びに協力者を列記し深く関係者に謝意を申し述ぺておきたい。
（共同研究者）　西郷真理子（水），大沼敏夫（共同行事），梅田喜章（視覚・光），安藤勉（間
取・空間），坂東耕自（自治組織），竹当照美（風），鶴岡洋一（緑），文川清光（芸妓），大川
照夫（芸ごと），戌亥修二（火）
（研究協力者）　渡辺佳雄，久米将夫，青野恒弘。
　〔注1〕　“両茶屋町一件”より
　「まちかたにごけ，やもめおほく，これあり。みぎのものどもなんじうにおよび，まちかた
へいで，ふしゃうのしゃうばいいたし，まちかたふうそくあしく，またはたいとうのめんめん
の中にもむすめこれあり，なんじうにて，ほうこうもいたさせかね候ものも有之よしにつき，
おやもとをこしらへほうこういたし候へば，さうほうのためすぢにつきおほせつけられ候。も
っとも，たいとうのめんめん，ならびにひゃくしょうはあいならずのむね，おほせわたされ
候。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綿津屋政右衛門日記
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